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Abstract
２２０ years ago on April １, １７９２, activity of the Unzen Fugen Dake volcano caused Mt. Mayuyama 
to suddenly collapse and the area below Shimabara Castle to slide into the sea.　This resulted in a 
giant tsunami in the Ariake Sea, with waves of １０３０ meters claiming the lives of １５,０００ people（１０,０００ 
from Shimabara and ５,０００ from nearby Kumamoto）.　This is the worst volcano-induced natural 
disaster in Japan's history.
The expression Shimabara Taihen Higomeiwaku was coined at this time.　 The leaders of the 
Shimabara fiefdom organized an impressive relief and disaster recovery campaign.　Nevertheless, 
these activities remain relatively unknown in other parts of the Japan.
Based on records of the recovery effort for this unprecedented disaster, this paper offers 
suggestions and lessons to consider as Japan once again begins to recover from its most recent and 
most devastating natural disaster to date.
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２２０年前、当時の地方政府 local government 
といえる島原藩は、稀有の大災害を受けながら
その後見事な対応と立ち直りを見せた。
　災害後には島原藩は幕府から何の御咎めを受
けることもなく、むしろ１万２千両の復興支援
金まで貸与されている。また心配された藩主の
交代も無事認められた。
　幕府から島原藩に対して何の「御咎め」がな
かったのは、藩主の無能ぶりはともかく（彼が
早く退場したことで藩は救われたともいえる。）
藩士たちの領民を思う心の篤さと誠心誠意の救
助活動や復旧へのたゆまぬ努力が評価されたか
らではなかったか、と筆者は密かに推測してい
る。
　島原藩はその後、前藩主の子で２１歳の松平忠
憑公のもとで災害復旧に努め、藩主・藩士とも
に徹底した倹約と自ら身を切る減俸を実践し、
藩士たちも農民とともに鍬を取り田畑を耕し、
併せて噴火と津波で被害を受けた領内の荒廃し
た田畑や港・村落の復旧に努めるとともに、被
害にあわなかった地域の領民からの拠金を募り、
蝋の増産（災害２年後には領内の蝋の原料とな
るハゼの生産量は災害前の５倍になった）など
の特産物の増産と専売化を進め、産業振興と輸
出の拡大などで藩財政の立て直しに努めた。
なお特筆すべきは藩の立て直しには有能な人材
の養成が最重要として災害の翌年には藩校「稽
古館」（現　県立島原高校の前身）を創設して
いる。
　財政縮減のための藩士のリストラ案も出たが
新藩主はそれを一切行わなかった。
　そのためか明治時代を迎えるまでの７５年間で
徐々に昔の豊かさを取り戻したことにより、全
国の他地方で幕末期に頻発した武士と農民の対
立から生まれる農民一揆も起こらず平和を維持
し続けたのは、災害を契機に生まれた藩士と領
民との深い心の絆から来るものであったろう。
かくして島原藩は平和裏に明治維新を迎える事
が出来たのである。
　地獄のような災難に見舞われた当時の島原侍
たちが見せた困難に立ち向かう気概と誠実さ、
藩政の経営能力は、業績不振になると恥じるこ
となく社員を無慈悲に大量リストラして、安直
に一時の苦境を乗り切ろうとする今日の多くの
大企業経営者とは「人間の出来が違う」という
べきであろう。
　九州の片田舎の僅か７万石の小藩がこれほど
の事が出来たのに「今日の日本国の政治家と大
企業の経営者たちは何たる体たらくか！」と当
時の島原侍や安吉たちから叱られそうである。
島原藩士の心から学ぶ
　今こそ我々日本人は、歴史を遡り、過去の災
害の中の失敗と成功例から教訓を学ぶべきでは
なかろうか。
　千年前の貞観地震の際には、東海・東北・北
海道地域では３・１１の津波を超える３０メートル
強の巨大津波が各地を襲ったことが記録として
残されていた。
　千年に一度の大津波は「想定外でした」との
発言は、今となっては政府や電力会社の無責任
な言い訳と批判されても仕方がない。
　３・１１でこれほど多くの死者が出た原因には
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山本主税
当初発表した津波警報が、実際とはかけ離れた
極めて低い予想波高を放送したことによる罪が
大きい。また一方、一部の市民についても、こ
れまでも何度か津波警報が発令されても避難し
なくても済んできたことで、「慣れ」から来る
「軽視」と、「高い防潮堤に対する過信」があっ
たのではないかと言われている。
　平成２４年８月に政府が発表した「南海トラフ
の巨大地震に関する津波高、浸水域、被害想定」
によれば、南海トラフを震源とする海底での巨
大連動地震が起きれば、３・１１以上の大規模で
広範囲の大津波の襲来が予想されている。上記
予測によれば南海トラフがある太平洋側から見
れば九州島の裏側にある佐世保港でさえ最高３
メートルの津波と想定されている。
　佐世保港で３メートルならば佐世保駅前周辺
や四ヶ町・三ヶ町地域はもとより、さらに佐世
保川（佐世保谷）に沿って北へ遡上する津波は
優に市役所辺りまで達するのではなかろうか。
もし不幸にして津波の襲来時が満潮や大潮、
低気圧下の高潮などの時間と重なれば、佐世保
湾から轟湾を経て早岐瀬戸に入った津波は、轟
湾から進むにつれ徐々に両岸が狭まる瀬戸の地
形により波高を増し、観汐橋下の狭い水道を苦
も無く乗り越えて、早岐瀬戸両岸の家々を押し
倒し、長崎国際大学の１階部分を洗い、キャン
パス内の車を押し流し、さらにハウステンボス
のワッセナー１階を水浸しにし、そこに駐車中
の車や運河のヨット、戸建住宅などを押し流し
ながら大村湾へ一気に通過するに違いない。
それは百年後かもしれないが１０年後かもしれ
ない。各地の自治体では現在、都道府県防災計
画や市町村防災計画の見直しを進めているが、
それには従来想定されていなかった大津波を想
定した津波対策を盛り込んだ防災計画や住民の
避難計画の策定が盛り込まれる必要がある。
火山の噴火や地震、津波などの自然災害に関
心のある方々は、ぜひとも２２０年前に記録され
た「島原大変記」と、併せて白石一郎氏の「島
原大変」を一読いただき（両書とも佐世保市立
図書館にある）島原侍の領民を思う心、すなわ
ち災害時・非常時の武士たる者の精神に倣い、
今後の防災・減災計画と救援・復興活動、ボラ
ンティア活動に生かされんことをお勧めして筆
をおきたい。
本稿が、読者諸兄が今後、防災・減災計画づ
くりや災害後の救援活動・ボランティア活動を
考える際のほんの一助にでもなれば望外の喜び
である。
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